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　目的　被服の形態は多種5'孫で, それrれ熱絶縁姓^^｀異なる。本研兌は同一材料i 用い

て婦人服を構成し，全身をおヽう場合の和服と洋服の相まおよｙ一部の皮膚を露出する洋

服間の相itを求め，鎖服スタ■i l片目互の熱絶縁姓の特徴を見むすことを目的とする。

　方法　JI 5　LO 102づ?ﾜ5, W 160-85 の姿勢変化するサーマ･ﾚ・マネキンを用い･? ，I

衣の局所別熱抵抗を求める。A.全ヽ身をおヽゝう服の比較こ和服,ワンピース，フ゛ラウスヤ

7.カート，ブ｀ラウス十ズ'水｀ン　B.一部の皮膚を露出する服の比較ご袖丈，裾丈を党化し

たブ｀ラウスナスカートの組合･ti: (12種) あヽよび｀袖丈を異にするブラウス十xボ゛ン0)粗合せ

(4種)。これを用い７立位£ヽよび椅坐位のマネキンの苓衣の局所一別熱抵抗(が・C／v/)の7°ロ

フイー･ﾚおよび各種被ぽの７ロー値■c り

の関係を求めて服奘聞の熱特性を比較する。fいヽし供試今は，厚さo.2Smm, 重量H.sa／m'

，布息度にﾜ5 3/rn，熱鴉抗0.0 14 が･C／W および゛通気量は14.2 OC／c㎡／secである。

　瀦果　t-とI同一材料でも,全^ をあハう被服では和服の熱葛城は最高t' , 裾0)砂ろｙ･

りの大なるワンピースのフロー値は小となる。一般に，袖丈の蛮itによる影響よ') ｽカー

ド丈の変化の方が･大で｀ある。それ故，身体の被覆面積のブロー値に1ぼ｀す影響I*, 腕部ビ

脚部r滴的に冥な') , id. いパ佃部位依存姓を考慮すりφ要があ^ .い'し総合的にみ-

るし上衣･，下衣の7ロー値の合計X ら　アンすンデルのフロー値r v:.の関係'i ,

r = o.n名×一0｡OIS'I　x.なら。また，上下被服パーツの重量w と，アンサンフリレのクロー

値rtの関係は, Y = じ｡卯]引w －0.04付得た。
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　I 的　環元歌が酸化すろ場合、１モルI; つき約2卯kco-l CO無をIS生させるが、この熱を

利用しr-~自然跨熱力A 。が作られるようになり、ﾀ7く寺場に出まわ。ている。そこで、そ

h.ら<r>性能と、実際鳶用した場合の着用感tj. ごり月ら力ぶしようとを実験を:行。た。

　方渚　亨限され-Tいるfl 4 口約＼)種の発熱状鳶乞把握するr-. め, 〇｡兆。の厚さの銅板に

力゛うスナユ。－ブイ被覆した0.4-mmの― グロA線乞緊密､こ付渚ざ*t、直径ZO．、%さ|8(WVの

円寅形加熱装置を製作した。そして。その側面にます孝地1枚、次に力４ロ包っけ、　さら

に節地を巷きっけ７一定の熱量を環境温度2 条件r-与屹r--.　また. 人工気候室､' 為ヽいｎ

男子9 fe、ヤ蚕以)ゐ。着装状態や前秘、下腹、指先、被服表面流、プしケスモデラムなど

を測泉し、シごXミし－? による実験に檜討を加えた．f らに、n イロ毎用時のT着温、体

怖、/I /i口偏廊感:を女^q勉乞対象とレ昨年iz 月、こ実嶋色調-f:しに。

　結累　加熱装置の表面温は、すl />口による加熱部位において局所的I-上一昇する。また

煥温ら･C の時, それは、接触する１枚目の布地の温農iニリ高い値であった。さらに、その

表面遺μカ/I 。り寸けf約1 時間晦iてほぼ最高温に奎すI が'.24時間の実験をゑしｰこ尽､激

な低下を斤､さらごヵ｀、た.人工気雌室実験では、n h口を-^ 用し八男な各Z もの下腹部アレ

十スモ｡ﾜ"ラムに時間経直にりう脈波幅の増加がみられレn h ■a下の皮膚温も上一昇しU.　し

りヽし-カ-1口着用感め体感ピの相聞､ふ低心.また実布調'fir*ヽらも同様の烏累を構μ。勿然:

発他力ﾉ1 口の発熱状熊ぱ、人体や他・発熱～、環境温胤条件、喘菰紅況などl'怖存し、そ

れらの温農匁化が少なしヽ之主観的ド知覚びれにくいと考礼られる、


